
「誰かと一緒に、誰かのために」

社会福祉法人和敬会 地域密着型複合施設なごみの郷

なごみの郷では、日々多くの外出を楽しまれている。一方、自己決定による「行きたい人と行きたいところへ

行く」本来ある外出の形を諦めている利用者・家族がいることも把握した。そこで自己決定に基づいた外出支

援に取組み、その効果検証を様々な角度から実施した。

※自己決定は、利用者本人によるものと家族によるものとがある。

例：利用者が行きたいところを決定。家族が連れていきたいところを決定等。

マネージャー／越山淳子

法人・事業所名

職種・発表者

7
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0101 取り組んだ課題

～自己決定に基づく外出支援が心身機能に及ぼす効果の概念検証～

具体的な取り組み02

利用者・家族に「外出に関するニーズ実態調査アンケート（n＝228）」を実施

⚫ 利用者、家族の外出に対する考え方を把握

「誰とどこに行くか」の自己決定

⚫ 利用者同士やスタッフとの日常会話、家族との面会の様子や会話から「誰とどこに行きたいか」をヒアリ

ング

ヒアリング調査から5ケースを選定し、自己決定に基づいた「行きたい人と行きたいところへ行く」外出を

支援

⚫ 基本的にスタッフ1名で外出を支援

⚫ サポートが必要な場面を除き、スタッフは利用者から離れ対応

外出が心身機能に与える効果を測定

⚫ 利用者、家族に外出前後アンケートを実施

⚫ 表情分析による表情（感情）データ測定（FaceReader使用）

⚫ 活動指標：外出前日と当日の歩数測定（Fitbit使用）

⚫ 睡眠指標：外出前日と当日の睡眠データ測定（眠りSCAN使用）
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活動の成果と評価03

04 今後の課題

【外出したい想いとできない理由を把握できた（アンケートより）】

① 多くの人が家族や友達と外出したいという想いを持っていた。

② 外出を諦めたことのある人が一定数いることが把握できた。

③ 外出を諦めた理由の多くは「身体的負担」が理由であった。

※①～③は、利用者と家族共に類似した回答割合であった。

・外出できない理由である「身体的負担」の課題は、外出支援があれば解決できるという気づきを得られた。

【自己決定に基づく外出の価値や、外出が心身機能に与える効果の確認ができた】

●外出後アンケートより自己決定に基づく外出の満足度を確認

（利用者）

・行きたいところに外出できたことの高い満足度を得られた。

・行きたい人と外出できたことの高い満足度を得られた。

・自己決定による外出が利用者の権利としてあり、自己決定による外出の実現が、更なる外出意欲を引き出

すことを確認できた。

（家族）

・家族で外出することにおける高い満足度を得られた。

・家族の後悔を無くす意味での効果も確認できた。

・外出等を手伝ってほしいが、申し訳なく声に出せない心理が働いていることも確認できた。

●表情分析：外出中の「喜びの感情値」を高い数値で確認できた。

●活動指標：歩数データの大幅な数値UPを確認できた。

●睡眠指標：睡眠データの改善を多くの利用者で確認できた。

●スタッフの満足度向上を確認できた。

「外出を諦めていた方々へのアプローチ」

外出後アンケートでは「家族だけで外出が実現できますか？」の問いに100％が「実現が難しい」と回答。外

出に関するニーズ実態調査アンケートにおいても「外出できる方法が思いつかない」など、”諦めている回答”

も多かった。一方、自己決定による外出は、スタッフのサポートで実現可能であり心身にもよい影響があるた

め、諦めていた方々に対し「外出はできる」「権利としてある」ということを伝えるアプローチを行っていき

たい。
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